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指定される問題について、適宜文献を引用しながら小論文を作成してください。使用言語は

日本語と英語のどちらでもよい。ただし、日本語の場合は 5,000 字程度、英語の場合は 2,500

語程度で記述すること。 

Write a research essay about the following topic. Include a list of references at the end of your essay. 

You may write in English or Japanese. Please choose the language you are more comfortable in. If you 

choose to write in Japanese, the essay should be about 5,000 characters. If you choose to write in 

English, the essay should be about 2,500 words. 

 

留意事項 

・ 小論文は文章作成ソフトで作成し、印刷したものを出願時に提出すること（Email で

の提出は不可）。手書きの原稿は認めない。 

・ 小論文の様式は任意。ただし、A4またはレターサイズの白色用紙使用のこと。 

・ 問題の番号と氏名を小論文の全ページの右上に明記すること。 

・ ページ番号を小論文の全ページの下中央に明記すること。 

・ 小論文の末尾に参考文献を必ず明記すること。参考文献の字数／語数は、小論文の字

数／語数に計上されない。なお、APA、シカゴスタイルなどの適切な書式で参考文献

を表示すること。 

Instructions for essay submission 

・ Your essay should be typed and printed. Handwritten essays will not be accepted. The essay 

must be included in your application materials. Essays sent through email will not be accepted. 

・ There are no rules for formatting. Use either A4 or letter size white paper for printing. 

・ Include the essay topic number and your name at the upper right corner of each page of your 

essay. 

・ Include page number at the bottom center of each page of your essay. 

・ Include a list of references at the end of your essay. The number of characters/words of  

references will not be counted in the total number of characters/words of the essay. You are  

advised to follow major citation styles, such as the Chicago and APA styles. 
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問題 

 

 厚生労働省の 2021 年の人口動態調査にもとづく報道発表によれば、日本の合計特殊

出生率は 1.30 だった。合わせて、婚姻件数は戦後最小の 501,116 組、出生数と死亡

数の差である自然増減数は過去最大のマイナス 628,205 人（対前年マイナス 96,285

人）であった。少子化についてはメリット、デメリット両方の考え方があるかもしれ

ないが、このまま人口減少が続けば、日本の経済成長や社会保障制度に深刻な影響が

あると考えられる。もちろん、新型コロナウイルスの影響で出生数が減少するのは世

界各国共通で、日本より出生率が低い国もある。しかし、米国やフランス、フィンラ

ンドでは 2021 年の出生率が上昇に転じていることを考えれば、これまで幾度となく指

摘されてきた日本における若者の雇用環境、子育て環境、婚姻を促す経済支援等に依

然として問題があるのではないだろうか。出生率が改善している国やそうでない国と

比較しながら、喫緊の課題である日本の出生率を改善するための施策について、あな

たの考えを述べなさい。 


